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1. 敷地周辺陸域の断層（補足説明）

(1) 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
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原東方付近の変動地形学的調査結果（詳細1/2）

段彩陰影図（1mメッシュDEM，高さ5倍強調）

標高(m)

凡例

LDリニアメントの位置

原東方

0 500m 1,000m

空中写真及び航空レーザーDEMによる変動地形学的調査の結果，原東方付近に変動地形の可能性のある
地形は判読されない。

釜の平

百目木

湯草

田ヶ町

馬次東方

中染町

西染町

原東方

取上北方

小生瀬

芦間町

天神林町

0 2km

図示範囲

原東方

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図200000（地図画像）及び数値地図25000
（地図画像）を複製したものである。
（承認番号 平26情複、第337号） 及び （承認番号 平26情複、第540号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は国土地理院の長の承認を得なければならない。

1. (1) 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）

地質平面図
（地質凡例は本資料 2.2 敷地周辺陸域の断層参照）

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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原東方付近の変動地形学的調査結果（詳細2/2）

標高(m)

凡例

LCリニアメントの位置
0 500m 1,000m

湯草北西～田ヶ町では，Lｃランクリニアメント（東側が低い，崖線，三角状の急崖等）が認められる。

釜の平

百目木

湯草

田ヶ町

馬次東方

中染町

西染町

原東方

取上北方

小生瀬

芦間町

天神林町

0 2km

図示範囲

段彩陰影図（1mメッシュDEM，高さ5倍強調）

田ヶ町

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図200000（地図画像）及び数
値地図25000（地図画像）を複製したものである。
（承認番号 平26情複、第337号） 及び
（承認番号 平26情複、第540号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は国土地理院の長の承認を得なければならない。

1. (1) 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）

地質平面図
（地質凡例は本資料 2.2 敷地周辺陸域の断層参照）

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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原東方付近の変動地形学的調査結果（鳥瞰図1/2）

空中写真及び航空レーザーDEMによる変動地形学的調査の結果，原東方付近に変動地形の
可能性のある地形は判読されない。

原東方以南 鳥瞰図（国土地理院，10mメッシュDEM）

釜の平

百目木

湯草

田ヶ町

馬次東方

中染町

西染町

原東方

取上北方

小生瀬

芦間町

天神林町

0 2km

図示範囲

原東方

凡例

LDリニアメントの位置この地図は、国土地理院長の承認
を得て、同院発行の数値地図
200000（地図画像）及び数値地図
25000（地図画像）を複製したもので
ある。
（承認番号 平26情複、第337号）

及び
（承認番号 平26情複、第540号）

本図面を第三者がさらに複製する
場合は国土地理院の長の承認を
得なければならない。

1. (1) 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
第452回審査会合
資料3-3-2 再掲



9

原東方付近の変動地形学的調査結果（鳥瞰図2/2）

湯草北西～田ヶ町方 鳥瞰図（国土地理院，10mメッシュDEM）

釜の平

百目木

湯草

田ヶ町

馬次東方

中染町

西染町

原東方

取上北方

小生瀬

芦間町

天神林町

0 2km

図示範囲

田ヶ町

凡例

LCリニアメントの位置

湯草北西～田ヶ町では，Lｃランクリニアメント（東側が低い，崖線，三角状の急崖等）が
認められる。

この地図は、国土地理院長の承認
を得て、同院発行の数値地図
200000（地図画像）及び数値地図
25000（地図画像）を複製したもので
ある。
（承認番号 平26情複、第337号）

及び
（承認番号 平26情複、第540号）

本図面を第三者がさらに複製する
場合は国土地理院の長の承認を得
なければならない。

1. (1) 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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原東方付近の棚倉破砕帯西縁断層を横断するＬ１段丘面について

芦間町南方露頭
0 500m 1,000m

・地表地質調査の結果から，原東方付近における棚倉破砕帯西縁断層の位置を特定した。
・棚倉破砕帯西縁断層を横断してL1段丘面が分布している。

DEM表示範囲
凡例

段彩陰影図（1mメッシュDEM）

釜の平

百目木

湯草

田ヶ町

馬次東方

中染町

西染町

原東方

取上北方

小生瀬

芦間町

天神林町

0 2km

図示範囲

凡例

L1段丘面

この地図は、国土地理院長の承認を得て、
同院発行の数値地図200000（地図画像）
及び数値地図25000（地図画像）を複製し
たものである。
（承認番号 平26情複、第337号） 及び
（承認番号 平26情複、第540号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は
国土地理院の長の承認を得なければな
らない。

1. (1) 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）

地質平面図
（地質凡例は本資料 2.2 敷地周辺陸域の断層参照）

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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原東方付近の棚倉破砕帯西縁断層の推定位置（文献調査）

文献においても原東方付近の棚倉破砕帯西縁断層は，ほぼ直線的に南方に連続しているとされている。

20万分の1 地質図幅「水戸」（2001）に
加筆

(地質凡例は５．補足図面集 参照)

大槻（1975）に加筆
(地質凡例は５．補足図面集 参照)

段彩陰影図範囲

釜の平

百目木

湯草

田ヶ町

馬次東方

中染町

西染町

原東方

取上北方

小生瀬

芦間町

天神林町

0 2km

図示範囲

段彩陰影図
（1mメッシュDEM）

凡例

L1段丘面

段彩陰影図範囲

この地図は、国土地理院長の承認を得
て、同院発行の数値地図200000（地図画
像）及び数値地図25000（地図画像）を複
製したものである。
（承認番号 平26情複、第337号） 及び
（承認番号 平26情複、第540号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は
国土地理院の長の承認を得なければなら
ない。

1. (1) 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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・棚倉破砕帯西縁断層は断層近傍で中新統の層理面の傾斜が急傾斜を示す特徴を有している。
・当該範囲に分布する中新統（大門層，西染層及び瑞龍層）の層理面の走向がNNW-SSEで，傾斜が高角度になる
領域がNNW-SSE方向に認められ，文献と同様の位置に棚倉破砕帯西縁断層が分布しているものと考えられる。

原東方付近の棚倉破砕帯西縁断層の推定位置（走向線図）

走向線図 凡例

右側に傾斜

凡例

L1段丘面

釜の平

百目木

湯草

田ヶ町

馬次東方

中染町

西染町

原東方

取上北方

小生瀬

芦間町

天神林町

0 2km

図示範囲

段彩陰影図
（1mメッシュDEM）

走向線図

1. (1) 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）

この地図は、国土地理院長の承認
を得て、同院発行の数値地図
200000（地図画像）及び数値地図
25000（地図画像）を複製したもの
である。
（承認番号 平26情複、第337

号） 及び
（承認番号 平26情複、第540

号）
本図面を第三者がさらに複製する
場合は国土地理院の長の承認を
得なければならない。

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲



13

Ｌ１段丘面の構成層の上部には厚さ約1.5mのローム層及び表土が分布し，ローム層の直下には厚さ約15cmの
細粒軽石層が認められ，これがAg-KP（4万5千年前以前）に対比されることから，この段丘面の離水年代は概ね
5万年前と判断される。

原東方付近のＬ１段丘堆積物の年代について

表土

松平町露頭柱状図

露頭位置
●

50cm

0

凡例

L1段丘面

(Ag-KP)

表土

漸移部

ﾛｰﾑ層

段
丘
堆
積
物

松平町露頭写真

釜の平

百目木

湯草

田ヶ町

馬次東方

中染町

西染町

原東方

取上北方

小生瀬

芦間町

天神林町

0 2km

図示範囲

段彩陰影図
（1mメッシュDEM）

細粒軽石層（粒径2～5mm）(Ag-KP)

この地図は、国土地理院長の承認を
得て、同院発行の数値地図200000
（地図画像）及び数値地図25000（地図
画像）を複製したものである。
（承認番号 平26情複、第337号）

及び
（承認番号 平26情複、第540号）

本図面を第三者がさらに複製する場
合は国土地理院の長の承認を得なけ
ればならない。

1. (1) 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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Ag-KPの同定について

湯小屋露頭（鈴木(1989)に記載）の露頭でのAg-KP松平町で確認されたAg-KP

松平町のＬ１段丘堆積物直上で確
認されたテフラは，φ2～5mmの黄
白色のパミスからなり，これは鈴
木（1989）で示される湯小屋露頭
のAg-KPと色調，粒度等の層相が
同様であることから，松平町で確
認されたテフラはAg-KPに対比さ
れる。

湯小屋露頭位置

※図1・2は鈴木(1989)より引用加筆

図2  東茨城台地面の地質柱状図

1. (1) 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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原東方付近のＬ１段丘面の人工改変について

釜の平

百目木

湯草

田ヶ町

馬次東方

中染町

西染町

原東方

取上北方

小生瀬

芦間町

天神林町

0 2km

図示範囲

1947年米軍撮影航空写真で認められる地形と現在の地形を比較したが，少なくともL1段丘面に大規模な
人工改変は確認されない。

段彩陰影図（1mメッシュDEM）

凡例

L1段丘面

この地図は、国土地理院長の承認を得て、
同院発行の数値地図200000（地図画像）
及び数値地図25000（地図画像）を複製し
たものである。
（承認番号 平26情複、第337号） 及び
（承認番号 平26情複、第540号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は
国土地理院の長の承認を得なければな
らない。

1. (1) 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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釜の平

百目木

湯草

田ヶ町

馬次東方

中染町

西染町

原東方

取上北方

小生瀬

芦間町

天神林町

0 2km

図示範囲

棚倉破砕帯西縁断層を横断して分布するL1面（概ね５万年前に離水）に変位・変形は認められない。

b

b’

点線：b－b’地形断面をB－B’地形断面へ投影

A A’

B’

C’

B

C

b

b’

凡例

L1段丘面

地形断面(1mメッシュDEMより作成)

原東方付近のＬ１段丘面上の地形断面

建築物

建築物

この地図は、国土地理院長の承認を得
て、同院発行の数値地図200000（地図画
像）及び数値地図25000（地図画像）を複
製したものである。
（承認番号 平26情複、第337号） 及び
（承認番号 平26情複、第540号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は
国土地理院の長の承認を得なければな
らない。

1. (1) 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
第452回審査会合
資料3-3-2 再掲



17

芦間町付近の変動地形学的調査結果

空中写真及び航空レーザーDEMによる変動地形学的調査の結果，芦間町付近に変動地形の可能性
のある地形は判読されない。

原東方

0 1km

凡例

釜の平

百目木

湯草

田ヶ町

馬次東方

中染町

西染町

原東方

取上北方

小生瀬

芦間町

天神林町

0 2km

図示範囲

拡大範囲

段彩陰影図 (1mメッシュDEM，高さ5倍強調)

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院
発行の数値地図200000（地図画像）及び数値地
図25000（地図画像）を複製したものである。
（承認番号 平26情複、第337号） 及び
（承認番号 平26情複、第540号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は国土地
理院の長の承認を得なければならない。

1. (1) 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）

地質平面図
（地質凡例は本資料 2.2 敷地周辺陸域の断層参照）

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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天神林町付近の段丘面区分

段丘面区分図 段彩陰影図（1mメッシュDEM）

標高(m)

0 500 1,000m0 500 1,000m

芦間町南方露頭②

凡例

M1

M1

M1

M1M2

M2
M2

M2

L3

L3

L3

L3

M3

M3

L2

M1

L2

L1
L2

H

M4
L3

L1

L2

L1

・文献調査，地表地質調査及び反射法地震探査の結果から，原東方以南の棚倉破砕帯西縁断層の位置を特定した。

・棚倉破砕帯西縁断層を横断して分布する天神林付近のM1段丘面（ＭＩＳ5eの海成段丘）に変動地形は認められない。

反射法地震探査による
断層推定位置

釜の平

百目木

湯草

田ヶ町

馬次東方

中染町

西染町

原東方

取上北方

小生瀬

芦間町

天神林町

0 2km

図示範囲 M1段丘面

芦間町南方露頭②

この地図は、国土地理院長の承認を得て、
同院発行の数値地図200000（地図画像）
及び数値地図25000（地図画像）を複製し
たものである。
（承認番号 平26情複、第337号） 及び
（承認番号 平26情複、第540号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は
国土地理院の長の承認を得なければな
らない。

1. (1) 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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大槻（1975）に加筆

地質構造断面

原子力科学研究所

文献調査及び反射法地震探査

反射法解釈図（Line1）

E→
←W

Line A
原子力科学研究所

久慈川

中新統

棚倉破砕帯破砕岩
（カタクレーサイト）

日立変成岩類

鮮新統

八溝層群

棚倉破砕帯東縁断層（推定）

棚倉破砕帯西縁断層（推定）

反射法解釈図（Line2）

縦：横＝１：１

0 2km

Line A

中新統

日立変成岩類

鮮新統

八溝層群

E→←W

棚倉破砕帯東縁断層（推定）

棚倉破砕帯西縁断層（推定）

棚倉破砕帯破砕岩
（カタクレーサイト）

・大槻（1975）によると，棚倉破砕帯西縁断層は，断層西側
が沈降して堆積した新第三系からなる半地溝状の地質構
造に特徴付けられ，ＮＮＷ－ＳＳＥ方向に連続するとされて
いる。

・反射法地震探査の結果によれば，大槻（1975）が示す棚倉
破砕帯西縁断層の南方延長部に，西側が沈降した同様な
半地溝状の地質構造が認められることから，半地溝状の
地質構造の東側の境界をなす断層を棚倉破砕帯西縁断層
と判断した。

棚倉破砕帯西縁断層(推定)

棚倉破砕帯西縁断層(推定)

棚倉破砕帯西縁断層周辺の地質構造と反射断面との比較

1. (1) 棚倉破砕帯西縁断層（の一部） 第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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天神林町の段丘面区分

日本の海成段丘アトラス（2001）に加筆

凡例

日本の海成段丘アトラス（2001）によれば，天神林町に分布するM1段丘面はＭＩＳ5eの海
成段丘とされている。

0 5km 0 5km

段丘面区分図

天神林町のM1段丘面

釜の平

百目木

湯草

田ヶ町

馬次東方

中染町

西染町

原東方

取上北方

小生瀬

芦間町

天神林町

0 2km

図示範囲
天神林町のM1段丘面

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院
発行の数値地図200000（地図画像）及び数値地
図25000（地図画像）を複製したものである。
（承認番号 平26情複、第337号） 及び
（承認番号 平26情複、第540号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は国土地
理院の長の承認を得なければならない。

1. (1) 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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M1段丘面の形成年代については，段丘堆積物上に厚さ約3mのローム層および表土があり，地表から約1m下に
厚さ約15cmのAg-KPに同定される軽石層が，またこの軽石層の下位約2m付近のローム層下部にはK-Tzが認めら
れ，さらにその下位に数十cmのローム層が分布することから，この段丘堆積物の堆積年代はMIS5eと判断される。

天神林町付近M1段丘面の火山灰分析結果

Aｇ-KP：45,000年前以前
K-Tz： 95,000年前

露頭上方のM1面標高は約50㎝
地表からAg-KPまで約1m

標高(m)

0 500 1 ,000m

M1段丘面

芦間町南方露頭②

火山灰試料採取位置

1. (1) 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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天神林町付近M1段丘面の断面図

釜の平

百目木

湯草

田ヶ町

馬次東方

中染町

西染町

原東方

取上北方

小生瀬

芦間町

天神林町

0 2km

図示範囲

500m

A

A’
B

B’標高(m)

0 500 1 ,000m

M1段丘面

芦間町南方露頭②

拡大範囲

550

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院
発行の数値地図200000（地図画像）及び数値地
図25000（地図画像）を複製したものである。
（承認番号 平26情複、第337号） 及び
（承認番号 平26情複、第540号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は国土地
理院の長の承認を得なければならない。

B B’

A A’

20m

10m

30m

40m

50m

60m

20m

10m

30m

40m

50m

60m

標高

標高

1. (1) 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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・天神林町のM1段丘面は，反射法地震探査で確認される棚倉破砕帯西縁断層の変形幅を網羅する広がりで分布している。
・M1段丘面（MIS5eの海成段丘）には変位・変形は認められない。

天神林町付近M1段丘面の断面図(反射法地震探査結果との比較)

500m

A

A’

標高(m)

0 500 1 ,000m

M1段丘面

芦間町南方露頭②

拡大範囲

550

天神林町のM1段丘面(A-A’断面)と反射法地震探査結果との比較図（横軸を同スケールにて比較）

A’

400 500320 330 340 350 360 370 380 390 410 420 430 440 450 460 470 480 490 510 520 530

中新統

棚倉破砕帯西縁断層（推定）

A 棚倉破砕帯西縁断層(推定)
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反射法解釈図（Line1）

E→
←W 原子力科学研究所

中新統

棚倉破砕帯破砕岩
（カタクレーサイト）

日立変成岩類

鮮新統

八溝層群

棚倉破砕帯東縁断層（推定）

棚倉破砕帯西縁断層（推定）

棚倉破砕帯西縁断層(推定)

右図拡大範囲

1. (1) 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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地形断面図(1mメッシュDEMより作成)

天神林町付近M1段丘面の西端付近の状況について

釜の平

百目木

湯草

田ヶ町

馬次東方

中染町

西染町

原東方

取上北方

小生瀬

芦間町

天神林町

0 2km

図示範囲

A A’

古墳

状況写真（古墳）

写真撮影方向

M1段丘面の西端付近に認められる微小な凸地形は古墳（狐塚古墳）であり，M1段丘面上に円錐状に積み上げられた人工
地形である。

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院
発行の数値地図200000（地図画像）及び数値地
図25000（地図画像）を複製したものである。
（承認番号 平26情複、第337号） 及び
（承認番号 平26情複、第540号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は国土地
理院の長の承認を得なければならない。

20m

10m

30m

40m

50m

60m
標高

1. (1) 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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0 2km

図示範囲

釜の平断層露頭

リニアメントにほぼ一致して棚倉破砕帯西

縁断層が確認される。

断層の西側には主に男体山火山角礫岩が，

東側には東金砂山層が分布する。

釜の平では，男体山火山角礫岩と東金砂山

層を境する断層露頭が認められる。

凡例

（LCリニアメント）

釜の平周辺の地質平面図

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図200000（地図画像）及び数
値地図25000（地図画像）を複製したものである。
（承認番号 平26情複、第337号） 及び （承認番号 平26情複、第540号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は国土地理院の長の承認を得なければならない。

1. (1) 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
第452回審査会合
資料3-3-2 再掲



26

写真２
撮影範囲

Ｂ断層 ｆ．Ｎ３ °Ｗ７９°Ｅ

写真１ 露頭全景

写真２ Ｂ断層拡大

釜の平 露頭スケッチ

 西側に分布する男体山火山角礫岩と東側に分布する東金砂山層を境する断層（A断層）がみられる。

 東金砂山層泥岩の幅約100㎝はせん断面密集部～鱗片状の破砕部となっており，この破砕組織を

切る新期の断層面（B断層）がみられる。

 この断層面は，幅約0.5cmの軟質な粘土を伴い，平面的で，連続性が良い。

 レイク角12°Ｎの条線が認められ，岩石薄片の観察結果から，非対称変形組織は，左ずれ卓越の

変位センスである。

凡例

釜の平 露頭スケッチ
1. (1) 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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取上北方断層露頭

0 2km

図示範囲

リニアメントが判読されない湯草以北でも，

棚倉破砕帯西縁断層が連続している。

取上北方において，東金砂山層と苗代田

層を境する断層露頭が認められる。

凡例

地層境界

取上北方付近の地質平面図

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図200000（地図画像）及び数
値地図25000（地図画像）を複製したものである。
（承認番号 平26情複、第337号） 及び （承認番号 平26情複、第540号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は国土地理院の長の承認を得なければならない。

1. (1) 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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 東金砂山層と苗代田層を境す

る断層がみられる。

 断層は，幅約10cm未満で膨

縮するやや固結した岩片混り

粘土状破砕部からなる。

 最新面は凹凸があり，連続性

がやや悪い。

 同断層にはレイク角12°Ｎの

条線が認められ，岩石薄片の

観察結果から，非対称変形組

織は右ずれ卓越の変位センス

である。

写真２
撮影範囲

(W)

取上北方 露頭スケッチ
1. (1) 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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百目木トレンチ調査位置

0 2km

図示範囲

リニアメントが判読されない百目木付近においても棚倉破

砕帯西縁断層が連続しており，百目木南方の連続露頭で

は，東金砂山層と西染層を境する断層並びに西染層中の

断層が認められる。

本連続露頭の北方には上記断層を覆って高位段丘面が分

布する。

0 50m

百目木南方
拡大ルートマップ位置

tf

百目木付近の調査位置図及び地質平面図

この地図は、国土地理院長の承認を得て、
同院発行の数値地図200000（地図画像）
及び数値地図25000（地図画像）を複製し
たものである。
（承認番号 平26情複、第337号） 及び

（承認番号 平26情複、第540号）
本図面を第三者がさらに複製する場合は
国土地理院の長の承認を得なければなら
ない。

1. (1) 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）

カタクレーサイト

カタクレーサイト

「活断層詳細デジタルマップ」（2018）
による推定活断層

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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Ｔ－３露頭スケッチ範囲

①露頭付近から，西染層/東金砂山層境界断層であるＴ－３露頭にかけては，全体的に急傾斜をなし，

せん断構造等も多く認められる。

釜の平等と同様な新期の断層は認められない。

写真1 西染層砂岩と東金砂山層礫岩を境する断層（T-3）

写真2 地層急傾斜部に見られる断層露頭

写真1

写真2

①露頭

百目木南方拡大ルートマップ
1. (1) 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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0 50cm

 西染層と東金砂山層を境する断層が認められ

る。断層は，幅10～20cmでやや固結した岩片混

じり砂～粘土状破砕部，幅5cm の黒色鱗片上破

砕部と，これを切る幅約0.5～1cmのやや固結した

灰白色の粘土状破砕部からなる。

 粘土状破砕部の断層面は，湾曲した部分があ

り，一部不連続である。レイク角68°Ｎの条線が

認められる。岩石薄片の観察結果から，非対称

変形組織は，東上がり，右ずれの変位センスを示

している。

写真2

（西染層）

Ｔ－３ 露頭スケッチ
1. (1) 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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 H面（高位段丘面）の直下の地質構造は，トレンチ調査及びボーリング調査の
結果によると，中央部急傾斜区間で全体的に急傾斜をなし，せん断構造等も
多く認められる（百目木地点南方と同様）。

 ボーリング調査（E5孔）の結果，段丘面を西側へ傾動させると考えられる西側
傾斜の逆断層は認められない。

百目木トレンチ付近の地質断面図
1. (1) 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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 東金砂山層と西染層の境界に西側傾斜の断層が認められ，その上位の段丘

堆積物に変位・変形を与えていない。

 断層は，幅約10cmでやや固結した鱗片状破砕部と，これを切る幅約0.5cm未満

でやや固結した粘土状破砕部からなる。粘土状破砕部の断層面には湾曲した

部分があり，一部は不連続である。レイク角45°Sの条線が認められる。

 本段丘堆積物は主にくさり礫化している礫からなり，下部にＫ－Ｔｚ（鬼界葛原テ

フラ，約9.5万年前）を含む風化火山灰層（Ⅳ層）に覆われていることから，高位

段丘堆積物（ｔｄ）と判断される。

トレンチ北面スケッチ

トレンチ北面写真

0

-1

-2

-3

-4

-5

(m)

Ⅳ層

←W E→

火山灰試料採取位置

西染層/東金砂山層の境界断層 粘土状破砕部
約0.5㎝，ｆ．Ｎ8°Ｅ39°Ｗ鱗片状破砕部 約10㎝

き かいとづらはら

NZNZ

td

td

NZ

NZ

td

NZ

td

NZ

td

tdNZ Hk
Hk

td
td Ⅱ層Ⅰ層Ⅳ層

Ⅰ層

Ⅰ層Ⅰ層
Ⅲ層

Ⅵ層

Ⅳ層

Ⅴ層
Ⅳ層
Ⅲ層

Ⅱ層

Ⅶ層Ⅵ層

Ⅲ層

Ⅶ層

Ⅴ層
Ⅳ層

Ⅵ層

Ⅰ層
Ⅱ層

Ⅰ層
Ⅰ層Ⅰ層Ⅰ層

凡例

百目木トレンチ調査結果
1. (1) 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲



34

0

-1

-2

-3

-4

-5

(m)

Ⅳ層

←W E→
火山灰試料採取位置

西染層/東金砂山層の境界断層 粘土状破砕部
約0.5㎝，ｆ．Ｎ8°Ｅ39°Ｗ鱗片状破砕部 約10㎝

NZNZ

td

td

NZ

NZ

td

NZ

td

NZ

td

tdNZ Hk
Hk

td
td Ⅱ層Ⅰ層Ⅳ層

Ⅰ層

Ⅰ層Ⅰ層
Ⅲ層

Ⅵ層

Ⅳ層

Ⅳ層
Ⅲ層

Ⅶ層Ⅵ層

Ⅲ層

Ⅶ層

Ⅴ層
Ⅳ層

Ⅵ層

Ⅰ層
Ⅱ層

Ⅰ層
Ⅰ層Ⅰ層Ⅰ層

トレンチ北面スケッチ

凡例

写真撮影範囲

写真 礫層（td）のくさり礫

百目木トレンチにおいては，K-Tz （鬼界葛原テフラ，約9.5万年前）の降

灰層準と段丘堆積物との間に1m以上のローム層を挟在し，段丘堆積物

は，礫の中心部まで軟質化した，いわゆるくさり礫である。
百目木地点の段丘面はH面

（高位段丘面）であると評価

Ⅱ層

Ⅴ層

火山灰試料採取位置及び高温型石英の含有量

・花崗岩・花崗閃緑岩・変成岩等の腐り礫（ねじり鎌等で，中心

部まで容易に削れるほど軟質化した礫）を主体とする。

・泥岩礫の表面は脱色作用により白色化している。

・基質は粘土主体となっている。

Ⅳ層上部にK-Tzに由来する高温型石英のピークが

認められる。

0 1m

百目木トレンチにおける段丘面の評価
1. (1) 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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拡大範囲1 拡大範囲2

←W E→

拡大範囲1

拡大範囲2

西染層と東金砂山層の境界 基盤岩と段丘礫層の不整合境界

百目木トレンチの北面写真
1. (1) 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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ボーリングコア写真（ E5孔，深度0m～30m）

深度0m～5m

深度5m～10m

深度10m～15m

深度15m～20m

深度20m～25m

深度25m～30m

1. (1) 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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ボーリングコア写真（ E5孔，深度30m～54m）

深度30m～33m

深度33m～36m

深度36m～39m

深度39m～42m

深度42m～45m

深度45m～48m

深度48m～51m

深度51m～54m

1. (1) 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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深度63m～66m

ボーリングコア写真（ E5孔，深度54m～70m）

深度60m～63m

深度66m～69m

深度69m～70m

深度54m～57m

深度57m～60m

1. (1) 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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0 1km

図示範囲

中染拡大ルートマップ位置

リニアメント付近に西染層

と東金砂山層を境する断層

が認められる。

原東方

cc

cgss

md

中染付近の地質平面図

この地図は、国土地理院長の承認を得
て、同院発行の数値地図200000（地図画
像）及び数値地図25000（地図画像）を複
製したものである。
（承認番号 平26情複、第337号） 及び
（承認番号 平26情複、第540号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は
国土地理院の長の承認を得なければな
らない。

1. (1) 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）

カタクレーサイト

カタクレーサイト

「活断層詳細デジタルマップ」（2018）
による推定活断層

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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写真

写真 断層露頭全景

粗粒～中粒砂岩 割れ目に沿って不明瞭

な形状で極細粒砂岩～

シルト岩が挟まれる

中粒砂岩

黒色粘土状破砕部 幅1㎝
岩片～細片状破砕部 幅10～40cm

沖積礫層

断層による変形は認められない

中粒砂岩

境界は漸移的

極細粒砂岩～

シルト岩
極細粒砂岩

粗粒～中粒砂岩

断層面の癒着した断層が多くみられる

細かな割れ目が

発達している

粗粒～中粒砂岩

細粒～極細粒砂岩

境界は不明瞭

不規則な形状で

泥岩が混入する

露頭上部苔付き

のため省略

細粒～極細粒砂岩

へき開状の割れ目が

発達し細片状に砕け

やすい

沖積礫層

断層による変位は認められない

極細粒砂岩

へき開状の割れ目が発達

し細片状に砕けやすい

断層露頭

粘土～砂状破砕部 幅2～3cm
岩片～細片状破砕部 幅20～30cm

図示範囲

拡大ルートマップ全体図

 リニアメント西方約15m地点に西染層の砂岩と東金砂山層の礫岩を

境する断層が認められる。

 この断層は，断層面が平面的ではなく，破砕部はやや固結している。

リニアメント

0 15m

中染拡大ルートマップ（1／3）
1. (1) 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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 西染層泥岩及び砂岩と東金砂山層礫岩を境する断層がみられる。
 湾曲し，一部不連続であり，幅20～30cmでやや固結した岩片状～細片状破

砕部（レイク角57°Ｓの条線が認められる）と，これを切る幅2～3cmでやや固
結した粘土状～砂状破砕部（レイク角83°Ｓの条線が認められる）からなる。

 粘土～砂状破砕部：岩石薄片の観察結果から，非対称変形組織は東上がり
の変位センスである。

写真２
撮影範囲

凡例

中染付近 露頭スケッチ

中染付近 露頭スケッチ

1. (1) 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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リニアメント判読位置に断層は認められない。

拡大ルートマップ全体図

図示範囲

白色の引き延ばされた
花崗岩礫が複数の面なし
断層によって切られる。

暗青灰色軟質泥岩
細片（一部鱗片状）部，幅40cm
面は湾曲し，一部不連続

礫質中粒砂岩～礫岩
細片状を呈し，礫は
引き伸ばされている。

青灰色細粒～極細粒砂岩
面無し断層がみられる。

岩盤はやや軟質である。
（ハンマーの打撃音は濁音で
ピックで容易に陥没 ）

礫岩
花崗岩，花崗閃緑岩及び黒色泥質岩の
角礫（径1～8㎝，最大径25cm）を主とし，
基質は暗灰～灰色砂混りシルト岩からなる。

極細粒砂岩～シルト岩
境界面は湾曲している。

全体的に細かな割れ目が発達
しており，細片～岩片状になり
やすい。

引き伸ばされた形状の
白色シルト状部（幅2㎝）

礫岩
花崗岩の角礫（径1～6cm，最大径25cm）を主とし，
基質は青灰色細粒～極細粒砂岩からなる。
面なし断層がみられ，引き伸ばされた形状の礫を含む。

中染拡大ルートマップ（2／3）
2.1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部） 第452回審査会合

資料3-3-2 再掲
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リニアメント判読位置に断層は認められない。

拡大ルートマップ全体図

図示範囲

礫岩
花崗岩，花崗閃緑岩及び黒色泥質岩の角礫
（径1～8㎝，最大径25cm ）を主とし，基質は
暗灰～灰色砂混りのシルト岩からなる。

全体に堅硬であるが
やや割れ目が多い。

全体に堅硬である。

中染拡大ルートマップ（3／3）
2.1 棚倉破砕帯西縁断層（の一部） 第452回審査会合

資料3-3-2 再掲
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0 1km

図示範囲

リニアメントは，棚倉破砕帯西縁断層から
約500m西方に位置しており，西染層中の小
規模な断層や節理の発達の程度が異なる境
界付近に位置し，小規模な断層は認められ
るが，連続する断層は認められない。

小室西方付近には，リニアメントを横断し
て西染層の連続露頭が認められる。

和舘付近には，リニアメントを横断して西
染層のほぼ連続した露頭が認められる。

LDリニアメント

和舘付近

わたて

小室西方

こむろ

この地図は、国土地理院長の承認を得て、
同院発行の数値地図200000（地図画像）
及び数値地図25000（地図画像）を複製し
たものである。
（承認番号 平26情複、第337号） 及び
（承認番号 平26情複、第540号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は
国土地理院の長の承認を得なければな
らない。

西染付近の地質平面図
1. (1) 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）

「活断層詳細デジタルマップ」（2018）
による推定活断層

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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凡例

取上北方

短線は低い側を示す。

カタクレーサイト

第
四
系
更
新
統

新第三系
鮮新統

 リニアメントの西側は，節理のほとんど
認められない塊状の砂岩が分布し，リ
ニアメントの東側及びリニアメント付近
には，節理や断層が卓越するが，連続
した断層は認められない。

小室西方で確認された断層は，いず
れも破砕部は固結しており，和舘付近
で確認された断層は，いずれも面が癒
着しているが，上載地層との関係は確
認できない。

0 1km

この地図は、国土地理院長の承認を得て、
同院発行の数値地図200000（地図画像）
及び数値地図25000（地図画像）を複製し
たものである。
（承認番号 平26情複、第337号） 及び
（承認番号 平26情複、第540号）

本図面を第三者がさらに複製する場合は
国土地理院の長の承認を得なければな
らない。

西染付近のリニアメントの評価
1. (1) 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）

西染付近のリニアメントを，震源として考
慮する活断層として取り扱うこととする。

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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リニアメントの西側では割れ目の少ない砂岩

が分布し，リニアメント直下及び東側では砂岩

層中に断層が卓越している。

露頭スケッチ範囲

20

20

（数字は傾斜の角度）

（数字は傾斜の角度）

小室西方拡大ルートマップ
1. (1) 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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西染層に小規模な断層が認められるが，その走向はリニアメントと斜交している。

断層はいずれも，固結した幅5mm以下の粘土と幅約1～20cmの砂状破砕部を伴う。

写真1

写真2 写真3

小室西方 露頭スケッチ
1. (1) 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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リニアメント延長位置

リニアメント延長位置

リニアメントの西側には節理がほとんど

認められない塊状の砂岩が分布する。

リニアメントの東側では断層（断層面は

癒着）が所々認められる砂岩が分布し，

この砂岩は節理が認められる泥岩を所々

挟在する。

リニアメント付近には，複数の断層（断

層面は癒着）が認められるが，連続する

断層は認められない。

和舘付近拡大ルートマップ
1. (1) 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）

第452回審査会合
資料3-3-2 再掲



49

芦間町付近の地表地質調査結果

釜の平

百目木

湯草

田ヶ町

馬次東方

中染町

西染町

原東方

取上北方

小生瀬

芦間町

天神林町

0 2km

図示範囲

芦間町南方露頭①

芦間町南方露頭②

ボーリング調査位置

芦間町南方露頭周辺ルートマップ位置

芦間町付近において詳細な地表地質調査を実施。

久米層と瑞龍層の不整合露頭

芦間町付近の地質平面図

この地図は、国土地理院長の承認
を得て、同院発行の数値地図
200000（地図画像）及び数値地図
25000（地図画像）を複製したもので
ある。
（承認番号 平26情複、第337号）

及び
（承認番号 平26情複、第540号）

本図面を第三者がさらに複製する
場合は国土地理院の長の承認を得
なければならない。

• 芦間地点では，棚倉破砕帯西縁断層
の西側に中新統の大門層が，東側に
瑞龍層が分布しており，これらの地層
を鮮新統～下部更新統の久米層が不
整合に覆っている。

• 大門層の層理面の一般的な走向は
NE-SW，傾斜は20度程度SE，一方，
瑞龍層の層理面の一般的な走向は
NE-SW，傾斜は20度程度NWである。
西縁断層の近傍では，大門層，瑞龍
層共に高角度になる。

• 久米層と瑞龍層との地層境界はNW-
SE方向であり，棚倉破砕帯西遠断層
から離れた位置においては両層とも
層理面の傾斜は緩く，両層は不整合
関係で接している。

• 芦間町南方露頭①では，大門層が久
米層に不整合に覆われており，大門
層は全体に破砕されているがいずれ
も固結しており，これらの破砕部を切
断する平面的で連続性の良い断層面
及び軟質粘土状破砕部は認められな
い。久米層は変形しており，露頭下部
ではほぼ直立する部分も見られるが，
露頭上部では層理面は緩い傾斜であ
る。

• 芦間町南方露頭②では，久米層には
見かけ鉛直変位量が数10cmの断層
が認められるが，平面性は低く連続性
はやや不明瞭であり，粘土状破砕部
を伴わない。

1. (1) 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
第452回審査会合
資料3-3-2 再掲
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久米層と瑞龍層の不整合露頭
NE SW

瑞龍層（中新統）

久米層
（鮮新統～下部更新統）

不整合境界
崩土

・久米層と瑞竜層との境界に破砕は認められず不整合関係で接する。
・不整合境界の走向傾斜は，概ねN45E16Nを示す。
・久米層は主に砂混じり泥岩からなり，礫岩の薄層を伴う。また，基底部に
凝灰質泥岩を伴っている。

・瑞竜層は硬質な泥岩及び砂岩からなる。

久米層と瑞龍層の不整合露頭 露頭スケッチ 久米層と瑞龍層の不整合露頭 拡大ルートマップ

久米層と瑞龍層の不整合露頭 全景写真

1. (1) 棚倉破砕帯西縁断層（の一部）
第452回審査会合
資料3-3-2 再掲


